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（論文内容の要旨） 
 
芸術は、その時代の精神状況を反映している。そして、視覚的な方法によって人間社会における問題を自
覚させ、様々な変化を通じて我々の生活と文化に莫大な影響を与えてきた。現代の絵画は、制限のない自由
という地平に広がり、様々なジャンルとの融合を試みている。絶対的な概念を越え、あらゆる現象を重視す
る傾向に広がった。筆者の制作でも素材としての媒体による組合せ、日常生活で使用されるものを流用する
といった手段を用いて表現している。本稿では、生(existence)と芸術の境界、そして移り変わる社会の特性
と芸術の関係(relational)、芸術と受容者のコミュニケーションについて論述する。 
 
本稿では、筆者の作品解説に関連し、技術の進歩に伴い変化する媒体とこれによる社会変化、新しい媒体
によるメディアの登場について理論的に検証し、その理論から筆者の作品を考察する。第一に、時代の流れ
と共に発達した科学技術により、新たな媒体が引き起こす変化による情報伝送方法の変化が、美術様式にど
のような影響を与えてきたのかを検証する。次に、媒体の進化による情報伝送手段としての新たなメディア
により生まれた社会文化と美術の関係を自作から分析する。 
 
現代人の生活は情報転送手段としてメディアに基づいている。メディアの最も大きな変化は、テクノロジ
ーの発展によるデジタル化である。まるで、美術史上による複製技術である写真の登場とアウラ(aura)の崩
壊が、「芸術の再現」の観点から離れ、新たな美学の契機となった事例と同じように、情報転送手段のデジタ
ル化は社会文化に変化をもたらした。これらのメディアの発展は、作家にとって発想の転換となり、芸術表
現に影響を与えた。 
 
筆者の制作は、主にメディアにより絶えず生産されるイメージを流用し、作り手の感覚によってイメージ
を解釈し、表現するものである。いわゆるメディアを通して作られるイメージは、単にその情報を受け取り
側によって受動的に受容されるだけではらならい。我々はメディアを通じて世界を学び、メディアの中に存
在する仮想世界を見て、これらのメディアから習得した情報に依拠し、各々の考えを構築してはいないだろ
うか。 
 
筆者の作品で表現するイメージとは、現実の世界を取り巻く要素として、実在する問題を様々な媒体を用
いて表現している。初期の制作は、メディアが作り上げたイメージの虚像、実在しないイメージを無批判に
    
 
受け入れる過程を表し、プラトン(Platon)が定義したシミュラークル（shimulacra）とジャン•ボードリヤー
ル(Jean Baudrillard)のシミュレーション(Simulation)の観点から理論の基礎を構築した。以前までは、メ
ディアのイメージが秘める消費的象徴の虚構性を暴露する作品に注目してきたが、さらに、メディアが生み
出す情報の操作性に関心を持つようになった。中でも本稿で注目する事象は、映像媒体が及ぼす影響力であ
る。映像は「見る」という行為を伴う。「映像を見る」という行為には、無意識のうちに受け取り側の受動的
な態度が課せられる。よって、映像の情報に対する妥当性、客観性を持たない限り、事実として疑いなく認
識してしまうことになる。これらの結果として、情報を提供する媒体として転送者によって抽出、操作され
た情報から、共同体、地域社会、国家観が形成されてはいないだろうか。母国を離れて数年の間、日本で生
活をしながら出会った相異なる情報転送媒体と、かつて筆者が疑いなく受け入れてきた情報との差異は、大
衆媒体の立場による描写の相違を強く感じさせた。そして、このような考えは自作のテーマに影響を与えた。
近年の作品は、韓国と日本間において歴史的に共通項を持ちながらも、それぞれの立場から異なる見解が見
受けられるトピックに関心を寄せている。筆者が注目したのは、既存の言論媒体や政治により取り扱われた
日韓対立の歴史ではないのである。その家で暮らしていた人の話を媒体とした周りとのコミュニケーション
を通じ、認識の変化を語ることにその目的があったのである。韓国に残存している日本様式の家屋(韓国では
敵産家屋と呼ばれる)を素材として制作していた。本稿では、メディアと、そのメディアの受容者によるコミ
ュニケーション（communication）形態、つまりマスコミュニケーションの可能性を、その相互作用性
（interactivity）から分析し、論述しようとするものである。 
 
本研究で自作に関連する美術史、社会学的研究を通じて導き出されたコンセプトは、筆者の美術家として
の制作意義と存在を証明してくれるだろう。メディアは、美術の一つのツールである。しかし、美術の表現
手段のみならず、個人と社会を繋ぎ、個人と社会との関係を築く。メディアを通じて、個人と社会を繋げ、
社会と美術が繋がる。そして美術と個人が繋がり、これらの三種間にコミュニケーションが生まれる。つま
り、筆者は自身の制作でメディアを通じることで、相互作用的なコミュニケーション空間を構築することが
できる。これは、筆者の制作基盤となるものであり、美術としての存在価値のみならず、筆者による実在へ
の問いかけである。 
 
（論文審査結果の要旨） 
 
自身の都会の大学への進学を契機に「大量生産」と「消費社会」が学生の生活にも浸透していることに驚
きと興味を持ったことが、制作を支える問題意識の根底をなしていた。「複製」「写真」という方法を持ちこ
み、雑誌の広告写真を素材に使ってブランド商品のイメージを作品の中に旺盛にとりこむことで、社会のあ
り方に対する、またその中に生きる我々の生き方に対する疑問を呈してきたのがこれまでの作品である。 
今回の博士論文では、その問題意識を更に深く掘り下げている。「大量生産」が支える「消費社会」はどの
ように生活の中に浸透したのか、そこにかかわる広報手段そのもの、マスメディアの問題への切り込みであ
る。 
みんなが持っているから、これが素敵なものだから、という感想を共有し、物に対する共通の欲望を持つ
に至ったのは、マスメディアによる人々への効果的刷り込みの結果だが、マスメディア自体がFBやSNSなどを
含めて複雑化するにつれ情報源と広報対象の混交がおき、「真実」は実体性を失ってゆく。そのことに対する
疑念と検証のために李承禧がとった手法が、自身の母の記憶を聞いた自分がもったイメージを母と共に自分
の足で検証する、という非常にアナログな方法である。これまでの「複製」的手段ではなく、あえてアナロ
グな手法を選んだこと自体が、この博士論文の大きな柱であろう。 
李承禧の母は子供時代に、植民地時代に日本人が建てた家に住んでいた。そのような家は現在では「敵性
家屋」と呼ばれており、李承禧もひどいことをした人が作った/住んだ家、と思っていた。ところが母の記憶
の中には、その家は、一家団欒の愉しい思い出としてしか存在していない。そのことを知ったとき、李承禧
は自分が最も親しい人から聞いたイメージですら、すでにもとのものからのギャップを持っていることを実
感し、愕然としたようだ。「敵性家屋」と刷り込まれたことにより操作されてしまった自分のイメージ、母の
    
 
記憶と自分のイメージのギャップを、李承禧はVTR（母のインタビュー記録/情報の元の姿）、写真（操作され
た情報）、家屋の一部屋の一部再現的展示（混交してゆく状況）によって提示した。 
母がすごした部屋の再現的展示は、畳の上にしつらえられた韓国風座布団に座って日本風の窓から外を見
ると韓国の郊外の外景写真が眼に入る、というもの。畳と韓国風座布団の対比、日本なら窓を背にして座る
だろうが韓国座布団は窓の外を臨むようにおかれる風習の違い、韓国風座布団を日本人は座布団ではなく眠
るための布団と枕とみてしまうだろうという認識のすれちがい、などいくつもの二重構造が入れ子になった
インスタレーションである。その外に、母のインタビュー映像が流れ、かつての日本家屋が移りこむ町並み
の写真に手を加えたものが展示される。生身の体験や記憶と、それが情報化されるプロセス、受け手との間
に生まれるギャップや情報化そのものが生むギャップと情報の再生産が、思いがけない別の体験を生むこと、
このサイクルを、一つの展示として提示した。論文では、情報そのものについて、メディアの現在的意味に
ついて分析しつつ、作品では生身の経験をもとに情報がどこに何によって存在するのかを示したといえる。
それは、情報化社会、それ以上に生や美術そのものが情報になってしまっているのではないかという疑問す
ら抱える現在、自身が美術に関わり続ける重要な結節点であったとおもわれる。 
情報化社会と美術・作品の関係というこれまでの自身のテーマも持ちながら、美術や作品が情報そのもの
や情報の具材を越えて存在する、そのヴィヴィッドな例を示した、質の高い博士論文と作品であると考える。 
 
（作品審査結果の要旨） 
 
李承禧の博士提出作品は３つの作品から構成されている。配置された順に左から写真、映像が組み込まれ
たインスタレーション、母親のインタビュービデオが空間に並べられている。写真は韓国にある日本の建物
の構造が残った家屋を撮影したものである。歴史的な建築物で、韓国であって韓国ではないような風景写真
だ。センターにおかれたインスタレーションは、簡易的な部屋が再現されており、日本の畳の上に韓国の座
布団や肘掛けがおかれ、窓を模したスクリーンには、本人が日本の風景と似ていると感じた韓国の風景がプ
ロジェクションされている。その窓を眺める事が出来る座布団の位置は、韓国の家庭では一家の主人が座る
場所であるが、映像は意図的に左右反転され、車の進行方向が逆転されている。それによって韓国の風景に
日本の風景がよりオーバーラップするような仕掛けとなっている。つまり、この部屋の主が見る風景は韓国
の風景としては違和感を持つものだということが暗示されている。そして、右端におかれたビデオは実母の
インタビューで、実母が過去に日本風家屋に（左側に置かれた写真のような家に）住んでいた事があり、そ
の記憶を元にし、作者とともに似た場所を韓国内で探し出し、そこでインタビュー映像を撮影したものとな
っている。これも背景から日本で撮影されたかのように見えるが、実際は韓国の風景である。これら３作品
いずれも韓国の風景だが、現地に残された（または感じることが出来る）日本のイメージが使用され、一見
ではわからない違和がすべてに表現されている。またこれらの作品の関係は、日韓の風景が入れ子構造のよ
うに出現と消失を繰り返すように関連づけられている。また鑑賞者がこの関係を見て廻るとき、右から廻る
とパーソナルな問題から出発し、ジェネラルさや韓国に残る現実を感じていくこととなり、反対に左から廻
ると現実の写真に撮られた風景が、最終的にはパーソナルで、ぼやけた個人の記憶の風景へと変化していく
だろう。展示場所に作品の理解する補助線としてのテキストがないため、鑑賞者にとって作品の理解は難し
いが、実際はその微妙な「ズレ」が周到にそれぞれに配置され、鑑賞者に２通りの導線から追体験させる作
品展示だったと考えられる。また李の作品は、ポリティカルな強いメッセージやメディアによる偏った情報
編集も意図的に排除されている。日常に残されたイメージや記憶にある日韓の関係を微妙な違和感＝ズレと
して抽出し、鑑賞者に作品を凝視させ、先入観を含んだ違和感の在処を問うている。日韓、相互理解のスム
ーズさと難しさが複雑に絡み合った状態がささやかに表現された作品であるといえる。以上の内容より、李
承禧の博士提出作品は、博士号に相応しいものと判断する。 
 
（総合審査結果の要旨） 
 
イ・スンヒさんは、韓国の地方都市出身でソウルの梨花女子大で学部大学院時代を過ごす。そこで感じた
    
 
違和感をもとに、最初の作品シリーズはブランドイメージを使ったメディアが秘める消費的イメージの虚構
性に着目した作品シリーズだった。そして本学に進学後は主に韓国で伝えられる情報と日本で伝えられる情
報との内容の相違に着目し、さらにメディアが生み出す情報の操作性に関心を持つようになった。「母国を離
れて数年の間、日本で生活しながら出会った相異なる情報転送媒体と、かつて筆者が疑いなく受け入れてき
た情報との差異は、大衆媒体の立場による描写の相違を強く感じさせた。」と書く。 
本論文は本人の実体験に基づいた動機によって書かれるが、アートの文脈におけるメディアを読み解くこ
とが丁寧に行われ、作られたイメージが人の思考にどれだけの影響をあたえているか、を論ずることを目的
とする。写真の誕生からデジタルメディアまでを概観し、メディアテクノロジーによる社会構造の変化にと
もなう美的概念の変化について述べ、イメージの使われ方を丁寧に追い、仮想現実社会におけるシュミレー
ショニズムに関する観点においては、映画マトリックスを引き合いとして現実と想像とその認知についての
例に挙げる。消費社会をテーマにした初期には、シュミレーショニズム概念の研究から始まり、記号論を分
析しながら、自身のブランドイメージをモチーフにした制作を読み解く。最終的にはニコラ・ブリオのオル
タモダンというポストモダンを乗り越えようとする概念を紹介し、様々な存在を統合するのではなく、様々
な思考や物語、精神世界が群島のように存在するとする多様性や差異を認めるアーキペラゴーという概念に
到達する。 
作品については、上記の理論に裏付けられた制作となっている。今回の作品は３パーツによる構成で、一
つは韓国にある日本式住宅の写真に一部彩色描画をほどこしたもの。そしてアパートの一室を再現した空間。
これには日本の畳が敷かれ、その上に韓国の座布団と肘掛けが設置され、窓が正面に見える。そこには日本
の団地風景のような日常の光景が写し出されているが、実はよく見ると韓国の風景なのだ。そしてもう一つ
は、日本式家屋の中で母親がそこに住んでいたときの記憶を語る映像ビデオ。空間はそれらによって構成さ
れたインスタレーションになっている。韓国と日本の往き来という直接的な体験から感じた、同じようで同
じで無い、違うようでそうは違わない両国の関係、しかしながら両国で伝わる情報の違いに対する真摯でひ
たむきな思いを表現に結びつけようという創意に満ちた作品となった。論文と作品はそれぞれ表になり裏と
なって裏打ちされ、本学博士学位取得に相応しい評価を得た。 
